
①財政ってな～に？①財政ってな～に？
１　地方財政
市町村などが仕事を進めていく上で、必要なお金を集めてくること（資金調
達）と、集められたお金をどのように使っていくか（資金配分）を地方財政とい
います。
立川市では、お金がどのように入り、どのように使われているのでしょうか。
この冊子をとおして、わたしたちのまち、立川市の財政を見てみましょう。

立川市の仕事

市　　　税 国庫・都支出金 市債（借金） 使用料（料金）

●いろいろな所で
●道路、公園
●ごみ処理　など

●あらゆる世代に
●保育所、学校
●介護サービス　など

資　金　調　達

資　金　配　分

これが財政
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①財政ってな～に？

立川市では福祉や教育、施設整備など、広く行われる事業に使うお財布（一 
特

お財布があります。特定の目的のためのお財布は、生活に欠かせない下水道や病
院にかかるときに必要な国民健康保険、介護サービスを受けるときに必要な介護
保険などの事業を行うために、目的に合わせて使い分けています。

歳入決算額 歳出決算額 収　　　支

一般会計

競輪事業

国民健康保険事業

下水道事業

駐車場事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

2727

７９２億７千万円

１７３億９千万円

２１３億７千万円

５１億２千万円

１億５千万円

１１８億６千万円

３３億３千万円

７４８億８千万円

１７２億７千万円

２１２億４千万円

５０億８千万円

１億５千万円

１１７億３千万円

３３億３千万円

４３億９千万円

１億２千万円

１億３千万円

４千万円

０円

１億３千万円

０円

〈一般会計からの繰入状況〉〈一般会計からの繰入状況〉
●国民健康保険事業 
●下水道事業 
●介護保険事業 
●後期高齢者医療事業 

特別会計のお財布は、一般
会計のお財布から「繰入金
（税金）」をもらって、やり
くりしているんだよ。

１８.３億円

１９.５億円

１７.５億円

１６.０億円



②お金の使いみちをみてみよう　②お金の使いみちをみてみよう　収入編収入編

立川市が仕事をするのに必要な収入は、給料などに応じて負担する市民税や資
産価格に応じて負担する固定資産税などの市税、国庫・都支出金、各種交付金や
市 億円増
えています。これは主に、市税が54
ます。

市税 
諸収入・使用料など 
各種交付金など 
国庫支出金 
都支出金 
市債 

市税 
諸収入・使用料など 
各種交付金など 
国庫支出金 
都支出金 
市債 

総　額
６１３.５億円

市税
３３５.６億円
（５４.７%）

国庫支出金
６７.７億円

（１１.０%）

都支出金
５０.１億円
（８.２%）

市債
３６.９億円
（６.０%）

各種交付金など
４１.６億円
（６.８%）

諸収入・使用料など
８１.６億円
（１３.３%）

27

27 17914
86

27

14

27

14

３９０.０億円（４９.２％）

７３.０億円（ ９.２％）

６１.６億円（ ７.８％）

１５４.２億円（１９.５％）

９１.１億円（１１.５％）

２２.８億円（ ２.９％）

３３５.６億円（５４.７％）

８１.６億円（１３.３％）

４１.６億円（ ６.８％）

６７.７億円（１１.０％）

５０.１億円（ ８.２％）

３６.９億円（ ６.０％）

総　額
７９２.７億円

市税
３９０.０億円
（４９.２%）

国庫支出金
１５４.２億円
（１９.５%）

都支出金
９１.１億円
（１１.５%）

市債
２２.８億円
（２.９%）

各種交付金など
６１.６億円
（７.８%）

諸収入・使用料など
７３.０億円
（９.２%）

①財政ってな～に？

立川市では福祉や教育、施設整備など、広く行われる事業に使うお財布（一 
特

お財布があります。特定の目的のためのお財布は、生活に欠かせない下水道や病
院にかかるときに必要な国民健康保険、介護サービスを受けるときに必要な介護
保険などの事業を行うために、目的に合わせて使い分けています。

歳入決算額 歳出決算額 収　　　支

一般会計

競輪事業

国民健康保険事業

下水道事業

駐車場事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

2727

７９２億７千万円

１７３億９千万円

２１３億７千万円

５１億２千万円

１億５千万円

１１８億６千万円

３３億３千万円

７４８億８千万円

１７２億７千万円

２１２億４千万円

５０億８千万円

１億５千万円

１１７億３千万円

３３億３千万円

４３億９千万円

１億２千万円

１億３千万円

４千万円

０円

１億３千万円

０円

〈一般会計からの繰入状況〉〈一般会計からの繰入状況〉
●国民健康保険事業 
●下水道事業 
●介護保険事業 
●後期高齢者医療事業 

特別会計のお財布は、一般
会計のお財布から「繰入金
（税金）」をもらって、やり
くりしているんだよ。

１８.３億円

１９.５億円

１７.５億円

１６.０億円
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②お金の使いみちをみてみよう　収入編

２　市税収入
立川市の収入の約半分は市税収入です。この市税収入のなかで最も多いのは固
定資産税です。次いで個人市民税、法人市民税、都市計画税の順になっていま
す。個人市民税や法人市民税は景気の変動に左右されやすいものです。都市計画

年度より

●市税収入額の推移●市税収入額の推移
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３３,５５８３３,５５８

３８,９９８３８,９９８

１２,３７９

１６,７３４

５,４７４

２,８６９

１,５４２

５４

２７

１３



②お金の使いみちをみてみよう　収入編

３　収益事業収入

した。その繰入金は、柴崎市民体育館や総合福祉センター、中央図書館の建設、
また、ごみ処理施設や立川駅南北駅前の整備など、立川のまちづくりのために使

●収益事業収入の推移●収益事業収入の推移
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27年度は１億円の繰り入れとなっています。
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市税決算額②
収益事業収入③
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③／②

　レースを見られる「市民の丘」
の新設や、トイレや空調等を改修
して、誰でも快適に利用できる、
みんなに愛される競輪場を目指し
ているんだ。
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②お金の使いみちをみてみよう　収入編

２　市税収入
立川市の収入の約半分は市税収入です。この市税収入のなかで最も多いのは固
定資産税です。次いで個人市民税、法人市民税、都市計画税の順になっていま
す。個人市民税や法人市民税は景気の変動に左右されやすいものです。都市計画

年度より

●市税収入額の推移●市税収入額の推移
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２,８６９

１,５４２
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③お金の使いみちをみてみよう　③お金の使いみちをみてみよう　支出編支出編
１

議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
労働・農林・商工費 
土木費 
消防費 
教育費 
公債費 

議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
労働・農林・商工費 
土木費 
消防費 
教育費 
公債費 

歳　出
７４８.８億円 民生費

３４６.６億円
（４６.３%）

１０８.２億円
（１４.４%）

４.８億円
（０.８%）

９６.４億円
（１５.９%）

２１５.０億円
（３５.５%）

４３.５億円
（７.２%）

４.９億円
（０.８%）

７６.７億円
（１２.７%）

２０.７億円
（３.４%）

９６.１億円
（１５.９%）

４６.９億円
（７.８%）

５.０億円
（０.７%）３８.４億円

（５.1%）

８４.６億円
（１１.３%）３０.５億円

（４.１%）

７３.２億円
（９.８%）

７.３億円
（１.０%）

５５.０億円
（７.３%）

総務費

消防費
教育費

公債費
議会費

土木費

衛生費

労働・農林・商工費

歳　出
６０５.０億円

民生費

総務費

消防費

教育費

公債費
議会費

土木費

衛生費

労働・農林・商工費

27

27

14

27

14

５.０億円（ ０.７％）

１０８.２億円（１４.４％）

３４６.６億円（４６.３％）

５５.０億円（ ７.３％）

７.３億円（ １.０％）

７３.２億円（ ９.８％）

３０.５億円（ ４.１％）

８４.６億円（１１.３％）

３８.４億円（ ５.１％）

４.８億円（ ０.８％）

９６.４億円（１５.９％）

２１５.０億円（３５.５％）

４３.５億円（ ７.２％）

４.９億円（ ０.８％）

７６.７億円（１２.７％）

２０.７億円（ ３.４％）

９６.１億円（１５.９％）

４６.９億円（ ７.８％）

　立川市の平成２７年度の支出は福祉関係にかかる経費の「民生費」がほぼ半分を

占めており、１４年度と比べると１３２億円増えています。続いて住民票の交付や市

役所の庁舎の管理などにかかる経費の「総務費」が多くなっています。社会保障・

税番号制度によるシステム改修などにより増加しました。



③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

２
支出はサービスの「目的」によって分類することができます。市議会の運営な
どの「議会費」、住民票の交付などの「総務費」、福祉関係の「民生費」、予防接
種やごみの処分などの「衛生費」、仕事に関する支援などの「労働費」、農業振興
などの「農林費」、商業・工業などの「商工費」、道路や公園の整備などの「土木
費」、消防や防災の「消防費」、小・中学校や図書館などの「教育費」、借金の返
済の「公債費」があります。

　　　　　　

議会費　７０円議会費　７０円議会費　７０円

労働・農林・
商工費
労働・農林・
商工費
労働・農林・
商工費

総務費　１,４４０円総務費　１,４４０円総務費　１,４４０円 民生費　４,６３０円民生費　４,６３０円民生費　４,６３０円

衛生費　７３０円衛生費　７３０円衛生費　７３０円 １００円１００円１００円 土木費　９８０円土木費　９８０円土木費　９８０円

消防費　４１０円消防費　４１０円消防費　４１０円 教育費　１,１３０円教育費　１,１３０円教育費　１,１３０円 公債費　５１０円公債費　５１０円公債費　５１０円

③お金の使いみちをみてみよう　③お金の使いみちをみてみよう　支出編支出編
１

議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
労働・農林・商工費 
土木費 
消防費 
教育費 
公債費 

議会費 
総務費 
民生費 
衛生費 
労働・農林・商工費 
土木費 
消防費 
教育費 
公債費 

歳　出
７４８.８億円 民生費

３４６.６億円
（４６.３%）

１０８.２億円
（１４.４%）

４.８億円
（０.８%）

９６.４億円
（１５.９%）

２１５.０億円
（３５.５%）

４３.５億円
（７.２%）

４.９億円
（０.８%）

７６.７億円
（１２.７%）

２０.７億円
（３.４%）

９６.１億円
（１５.９%）

４６.９億円
（７.８%）

５.０億円
（０.７%）３８.４億円

（５.1%）

８４.６億円
（１１.３%）３０.５億円

（４.１%）

７３.２億円
（９.８%）

７.３億円
（１.０%）

５５.０億円
（７.３%）

総務費

消防費
教育費

公債費
議会費

土木費

衛生費

労働・農林・商工費

歳　出
６０５.０億円

民生費

総務費

消防費

教育費

公債費
議会費

土木費

衛生費

労働・農林・商工費

27

27

14

27

14

５.０億円（ ０.７％）

１０８.２億円（１４.４％）

３４６.６億円（４６.３％）

５５.０億円（ ７.３％）

７.３億円（ １.０％）

７３.２億円（ ９.８％）

３０.５億円（ ４.１％）

８４.６億円（１１.３％）

３８.４億円（ ５.１％）

４.８億円（ ０.８％）
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２１５.０億円（３５.５％）

４３.５億円（ ７.２％）

４.９億円（ ０.８％）

７６.７億円（１２.７％）

２０.７億円（ ３.４％）

９６.１億円（１５.９％）

４６.９億円（ ７.８％）

　立川市の平成２７年度の支出は福祉関係にかかる経費の「民生費」がほぼ半分を

占めており、１４年度と比べると１３２億円増えています。続いて住民票の交付や市

役所の庁舎の管理などにかかる経費の「総務費」が多くなっています。社会保障・

税番号制度によるシステム改修などにより増加しました。



③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

３　性質別の支出
支出は経費の「性質」によっても分類することができます。職員の給料などの

「人件費」、生活保護費や障害者福祉、児童手当などの「扶助費」、道路・公園な
どの整備にかかる「投資的経費」、借金返済のための「公債費」などに分けられ
ます。このうち自由に削減することができない経費（人件費、扶助費、公債費）
を「義務的経費」といいます。

人件費 
扶助費 
公債費 
物件費 
維持補修費 
補助費等 
積立金・出資金等 
繰出金 
投資的経費 

人件費 
扶助費 
公債費 
物件費 
維持補修費 
補助費等 
積立金・出資金等 
繰出金 
投資的経費 

歳　出
７４８.８億円 扶助費

人件費
１０８.８億円
（１４.５%）

１３６.７億円
（２２.６%）

１２４.８億円
（２０.６%）

４５.７億円
（７.６%）

８３.５億円
（１３.８%）

５.１億円
（０.８%）

４６.１億円
（７.６%）

１３.０億円
（２.２%）

６０.７億円
（１０.０%）

８９.７億円
（１４.８%）

２３５.７億円
（３１.５%）

３８.１億円
（５.１%）

１１０.４億円
（１４.７%）

６.５億円
（０.９%）

６０.８億円
（８.１%）

２９.８億円
（４.０%）

７１.５億円
（９.６%）

８７.２億円
（１１.６%）

補助費等

積立金・出資金等
繰出金繰出金
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維持補修費

公債費

物件費
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物件費
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３８.１億円（ ５.１％）
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５.１億円（ ０.８％）
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１３.０億円（ ２.２％）

６０.７億円（１０.０％）

８９.７億円（１４.８％）



③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

４　人件費と職員数
年度の水

の職員数は
比較はできませんが、多摩地域の類似都市よりも多い状態が続いています。

●人件費の推移●人件費の推移

（注）　普通会計とは地方財政統計上統一的に用いられる区分で、財政比較時などに用いられます。
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準と比べ30％程度低くなっています。職員数は27年 4 月 1 日現在984人（普通
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③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

３　性質別の支出
支出は経費の「性質」によっても分類することができます。職員の給料などの

「人件費」、生活保護費や障害者福祉、児童手当などの「扶助費」、道路・公園な
どの整備にかかる「投資的経費」、借金返済のための「公債費」などに分けられ
ます。このうち自由に削減することができない経費（人件費、扶助費、公債費）
を「義務的経費」といいます。

人件費 
扶助費 
公債費 
物件費 
維持補修費 
補助費等 
積立金・出資金等 
繰出金 
投資的経費 

人件費 
扶助費 
公債費 
物件費 
維持補修費 
補助費等 
積立金・出資金等 
繰出金 
投資的経費 

歳　出
７４８.８億円 扶助費

人件費
１０８.８億円
（１４.５%）

１３６.７億円
（２２.６%）

１２４.８億円
（２０.６%）

４５.７億円
（７.６%）

８３.５億円
（１３.８%）

５.１億円
（０.８%）

４６.１億円
（７.６%）

１３.０億円
（２.２%）

６０.７億円
（１０.０%）

８９.７億円
（１４.８%）

２３５.７億円
（３１.５%）

３８.１億円
（５.１%）

１１０.４億円
（１４.７%）

６.５億円
（０.９%）

６０.８億円
（８.１%）

２９.８億円
（４.０%）

７１.５億円
（９.６%）

８７.２億円
（１１.６%）

補助費等

積立金・出資金等
繰出金繰出金

投資的経費

維持補修費

公債費

物件費

歳　出
６０５.３億円

扶助費

人件費

補助費等

積立金・出資金等

繰出金繰出金

投資的経費

維持補修費

公債費

物件費

27

14

27

14

１０８.８億円（１４.５％）

２３５.７億円（３１.５％）

３８.１億円（ ５.１％）

１１０.４億円（１４.７％）

６.５億円（ ０.９％）

６０.８億円（ ８.１％）

２９.８億円（ ４.０％）

７１.５億円（ ９.６％）

８７.２億円（１１.６％）

１３６.７億円（２２.６％）

１２４.８億円（２０.６％）

４５.７億円（ ７.６％）

８３.５億円（１３.８％）

５.１億円（ ０.８％）

４６.１億円（ ７.６％）

１３.０億円（ ２.２％）

６０.７億円（１０.０％）

８９.７億円（１４.８％）



③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

生活保護費や障害者福祉、児童手当などの「扶助費」と、一般会計から国民健
康保険事業会計や介護保険事業会計などへの「繰出金」を合わせた、いわゆる
「社会保障関係経費」と呼ばれる分野にあてた税金等（一 年

●社会保障関係経費と市税収入の推移●社会保障関係経費と市税収入の推移
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③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

６　物件費の推移
物件費には郵便料などの役務費、日常的に消費する物品などを購入する経費の
需用費や備品購入費、事業を民間委託する場合の委託料などがあります。
立川市では行財政改革の取り組みにより、学校給食共同調理場にＰＦＩ手法に

よる運営を導入したり、指定管理者制度による施設の維持管理業務の民間委託を
進めていることから、物件費は増える傾向にあります。

●物件費および物件費のうち毎年支払いが必要な需用費・委託料の推移●物件費および物件費のうち毎年支払いが必要な需用費・委託料の推移
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うち経常的な需用費 うち経常的な委託料物件費

,
,

,

施設を維持管理する業務
を民間の事業者に委託する
ことで、人件費の減少につ
ながるんだよ。

H27H14

7,4237,423

1,3461,346

11,044
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1,5441,544
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③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

生活保護費や障害者福祉、児童手当などの「扶助費」と、一般会計から国民健
康保険事業会計や介護保険事業会計などへの「繰出金」を合わせた、いわゆる
「社会保障関係経費」と呼ばれる分野にあてた税金等（一 年

●社会保障関係経費と市税収入の推移●社会保障関係経費と市税収入の推移
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③お金の使いみちをみてみよう　支出編 

７　投資的経費の推移
長期間に及ぶ立川駅南北のまちづくりにより、財政規模がふくらみ、多額の市
債（借金）の発行がありました。同時に、市税収入の伸び悩みや競輪事業の収益
が減ったため、市の貯金である基金を取り崩して対応してきました。現在は、立
川駅南北のまちづくりが落ちついてきた一方で、公共施設の老朽化へ対応するた

●歳出決算額と投資的経費の推移●歳出決算額と投資的経費の推移
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みんなが通っている学校
を建て替えたりなおしたり
する工事が増えてきたよ。

H27H14

14.8
11.6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年度は14年度と比べ
て 3億円減の87億円ですが、依然として多額の予算を費しています。
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